
市川代表救済委員に聞く
～“子どもが主役”の解決を目指して
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　相談だけで解決しない問題が生じたとき、アシストセンターは当事者と関係者と
の間に公的第三者として入り、解決を図ります。平成22年度は、相談段階で行った
「調整活動」が42件、「申立て」による救済が1件でした。
　解決に向けて動こうとするとき、大人は子どもとどう向き合うべきなのでしょうか。
　代表救済委員である市川啓子氏に、話を聞きました。

　子どもの悩みや課題について、相談・救済スタッフとともに考え、話し合って
みませんか？
　お問合せ・お申込みは、事務局（211－2946）まで。講座は無料です。

①子どもの権利を守るってどんなこと？

②相談から見える「子どもたち」

③子どものSOS～子どもの声が聞こえますか？
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　「調整活動」を行った案件には、どのようなものがあるので
しょう？
　市川委員（以下、委員）　「子どもと教師との関係」や「いじめ」
など、学校でのトラブルに関するもの、そして、「虐待」が疑われる
ものなどがあります。
　緊急性がある場合は別として、私たち大人が子どものためにと
思って行動することが、時として、子どもをかえって困難な状況に
押しやることもあります。第三者として入る私たちは、このこと
を常に頭に入れておく必要があると感じています。
　子どもに対し、大人の考える解決策を押し付けないということ
でしょうか。
　委員　ええ。私自身、長くカウンセラーをしてきましたが、苦悩
の中にある人への他者からの関わりには、『適時性』、すなわち、今
がその適切な時期なのかということ、そして相談者の側の『準備
性』、すなわち、本人に問題を直視して解決の方向に向けて動く準
備ができているかどうかということ、これらの見極めが大切だと
実感しています。
　そのためにも、私たち大人だけで判断しないことが大切なの
ですね。
　委員　そうですね。
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　家庭では、いかがですか？
　委員　子どもの仲間関係がこじれていることに保護者が気付
き、「先生に言って、何とかしてもらおう」と提案したけれども、子
どもからは言わないでと懇願され困っている…このようなご相
談がありますね。
　親としては、迷うところですね。
　委員　ええ。保護者としては、なんとかその状況を変えなけれ
ば、我が子がどんどん傷ついていくのではと不安になるのは当然
です。ただ、ここでも、子どもさんの言うことに、耳を傾けてほし
いと思います。
　つまり、「親に出てきてほしくない」と子どもが言うときは、何
を心配してそう言っているのか、まずは子どもの話をじっくり聞
いてほしいのです。
　なるほど。
　委員　特に学校場面では、子どもは集団の中で、微妙に自分自
身の居場所を調整していることが多くみられます。孤立を恐れ、
きつい言葉で揶揄されても、その集団からはじき出されるよりは
ずっとましだと思っている可能性もあります。
　このような場合には、いざとなったら親として、どんなことをし
てでも守ると伝えた上で、現時点での子どもの意志を尊重する。
そのような姿勢が必要だと思います。

　保護者は、子どもの選択を「支える」ことが大切だというこ
とですね。
　委員　ええ、そうですね。
　最後に一言、お願いします。
　委員　子どもにとって大切な権利の一つに、「参加する権利」が
あります。つまり子どもには、自分に関わる問題について意見を
表明し、解決の過程に参加する権利があるのです。その機会を奪
うことのないよう、子どもたちにしっかりと向き合い、ともに解
決を目指していきたい。アシストセンターが3年目を迎えた今、そ
の思いを強くしています。

　委員　子どもの気持ちを確認することは私たちの原則ですが、
ここでも、気にとめるべきことがあります。それは、大人からみ
て、早く何とか解決に…と思う事柄の中には、子ども自身、今それ
に触れていくことを何よりも恐れる心性もある、ということです。
　たとえば、いじめなどの場合でしょうか？
　委員　ええ。たいていの子どもは、たとえ自分のされているこ
とがひどいと感じていても、自分が「いじめを受けている」とは、
なかなか言いません。そもそも、子どもに限らず人間は、いじめら
れる自分について、誇りを傷つけられずにその事実を直視するこ
とができるでしょうか。第三者が問題とし、自分がその事実を言
葉にすることで、さらに傷つくことを恐れる気持ちが生じること
もあるでしょう。
　なるほど。子どもから話を聞くことは大事にしながらも、そこ
では、「聞き急がない」という姿勢も必要になってくる、ということ
ですね。
　委員　そうですね。関わりの適時性、準備性は、ともに短時間
で判断できることではなく、心情にしっかり寄り添いながら、時
にはその子どもの力を引き出しながら、あたかも伴走者のように
進む中で見えてくるものだろうと思っています。
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母親
561件子ども

本人
521件

父親　28件
親族　28件
学校　8件
その他　25件

統 計 平 成22 年 度

相談をしてきた人は？ 相談をしてきた子どもは？ 相談の内容は？ 調整先は？

小学生
150件

中学生
204件

高校生
62件

有職　2件
無職　3件

その他学生
1件

成人　2件

不明
97件

家庭生活
692件

学校生活
2,134件

施設生活
14件

性格行動
338件

身体的問題
54件

対人関係
200件

不良行為　24件
その他　332件

※延べ件数

平成22年度の活動状況は、ホームページ上にも掲載しています。どうぞ、ご覧ください。

あ し す と 出 前 講 座

小学校
11件

中学校
9件

高校 1件
市教育委員会 1件

児童相談所
11件（※）

その他
9件

※うち7件は虐待通告




